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１．はじめに

　かねてより、情報技術は人類の生活において、生活
基盤システムの制御から教養娯楽にいたるまで必要不
可欠なものとなっている。近年では DX、AI、ビッグ
データなどの活用が進む中、情報教育は「読み書き計
算」と並ぶ現代の基礎リテラシーであり、次世代の産
業や働き方を支える基盤となることは明らかであろ
う。
　情報科の教育を取り巻く環境は、近年、大きく変化
している。2022年度より適用された新学習指導要領
［1］のもと、高校では「情報 I」が必修科目として導
入された。さらに、2025年度大学入学共通テストより、
「情報 I」が出題教科としても追加された。この共通
テスト「情報 I」を、国立大学の 9割以上が必須科目
として指定している。このように、近年急速に高等学
校教育における「情報」の重要性が高まっているのに
対し、高等学校の現場で「情報」を専門的に教えるこ
とができる教員の数は十分とは言えない。したがって、
今後は「情報科」教職免許に対する需要が増加してい
くことが予想される。
　法政大学理工学部では、2008年の設置時に応用情
報工学科において情報科教職課程の設置認定を受け、
「高等学校教諭一種免許状（情報）」を取得することが
できる。さらに、前述の社会的ニーズの高まりに応え
るため、経営システム工学科でも、2027年度からの
理工学部カリキュラム変更に合わせて情報学関連科目
の充実を図り、合わせて同年度からの「情報科」の教
職課程設置を目指して準備を進めている。このような
状況の下、すでに情報科教職課程を設置している応用
情報工学科では、2022年度に改定された学習指導要
領の特徴を踏まえた学科専門科目の運用状況を分析
し、新規設置を目指す経営システム工学科では教科教
職科目の内容研究と設計に取り組んだ。本論文はその
成果を報告し、今後の情報科教職課程および理工学部
における情報学教育の運営と実践に資することを目的
とする。
　本論文の構成は次のとおりである。第 2節では、前
回の高等学校学習指導要領の改訂についての要点と特

徴を述べる。第 3節では、第 2節を踏まえ、今後の情
報科教員に求められる方向性に対して、学科の専門科
目が果たす役割について論じる。第 4節では、応用情
報工学科の教育理念・教育目標を述べ、さらに新学習
指導要領の特徴を踏まえて、情報科教員養成に重要な
役割を果たす学科専門科目の目的・到達目標・授業計
画などを紹介する。第 5節では、経営システム工学科
の教育理念・教育目標および設置予定の教員養成の理
念を述べ、予定している教科教職科目の目的・到達目
標・授業計画を紹介する。第 6節では、総括として今
後の理工学部の情報科教職課程と情報学教育の展望を
述べる。

２．高等学校学習指導要領（情報）の改訂

　第 1節でも述べたように、2022年度に高等学校情
報科が改定された。高等学校情報科は 2003年度に設
置され、2013年度から 2021年度（旧課程）までは 2

科目「情報の科学」、「社会と情報」からの 1科目選択
必修科目であったが、新学習指導要領（新課程）［1］
では、「情報 I」、「情報 II」となり、「情報 I」は必修科目、
「情報 II」は選択科目となった。
　旧課程の高校学習指導要領［2］の「情報の科学」、「社
会と情報」と、新学習指導要領の「情報 I」、「情報 II」
の指導項目を比較すると、「情報社会」「コミュニケー
ション」「コンピュータ」「情報通信ネットワーク」「情
報技術」といった馴染みの用語が旧課程と新課程双方
に見られる一方で、「プログラミング」「データサイエ
ンス」「情報デザイン」といった、旧課程になく新課
程で登場している用語がある。
　「プログラミング」に関しては、「教育の情報化に関
する手引 -追補版 -（令和 2年 6月）［3］第 3章プロ
グラミング教育の推進」において、小中高等学校を通
じたプログラミングの教育の必要性とその充実が述べ
られており、「プログラミング」の重要性は明らかで
あろう。高等学校の「情報 I」では、プログラミング
の基礎を学び、「情報 II」では、プログラミングの発
展的な学習を行う。
　「データサイエンス」については、2019年 11月の
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文部科学省の「AI戦略等を踏まえた AI人材の育成に
ついて」［4］の中で、今後の戦略として、「数理・デー
タサイエンス・AI」の重要性が説かれており、その重
要性は今後ますます高まるものと考えられる。高等学
校の「情報 I」において、データを収集、整理、分析
する方法についての理解及び技能を身に付け、「情報
II」において、データサイエンスの手法や役割、そし
てデータに基づく現象のモデル化などを学ぶ。詳細に
ついては、文部科学省、高等学校学習指導要領（平成
30年告示）解説（情報編）［5］を参照されたい。
　「情報デザイン」については、高等学校学習指導要
領（平成 30年告示）解説（情報編）の第 2章第 1節 2（2）
には、「ここで扱う情報デザインとは、効果的なコミュ
ニケーションや問題解決のために、情報を整理したり、
目的や意図を持った情報を受け手に対して分かりやす
く伝達したり、操作性を高めたりするためのデザイン
の基礎知識や表現方法及びその技術のことである。」
とあり、効果的なコミュニケーションや、目的や意図
の伝達に資する表現方法・技術を主テーマとしている。
　これらの新しい用語のうち、理工学部の専門性が特
に強みとなるのは、「プログラミング」「データサイエ
ンス」であろう。法政大学理工学部の 2025年度シラ
バス［6］で、科目名に「プログラミング」という単
語が含まれているものは 22件あり、授業内容に「プ
ログラミング」が含まれているものまで含めると 88

件あった。また、科目名に「データサイエンス」が含
まれているものは 3件あり、授業内容に「データサイ
エンス」が含まれているものまで含めると 13件あっ
た。「プログラミング」の歴史は長く、理工学では必
要不可欠であるため、法政大学理工学部では長年にわ
たり教授されており、また、「データサイエンス」も
近年、社会的要請と需要の高まりも相まって、急速に
カリキュラムに取り入れられている。理工系学生の専
門性を高めるうえで、「プログラミング」や「データ
サイエンス」の重要性はますます高まっている。
　「情報デザイン」については、法政大学理工学部の
2025年度シラバスで、科目名のみならず、授業内容
まで含めても「情報デザイン」という用語が含まれて
いるものはなかった。「情報デザイン」は、情報を活
用し効果的にコミュニケーションする人材育成に大切
な役割を果たすことから、理工学に限らず様々な分野
で必要とされる分野といえる。「情報デザイン」とい
う用語がなくとも、授業内容が実質的に「情報デザイ
ン」に該当する科目があるかもしれないが、該当する
かどうかの吟味のために個々の授業内容の詳細に立ち
入り、情報科教員養成における役割を論じることは、
本研究では行わない。

３ ．情報科教員の養成における専門科目の役割

　情報科教職課程を設置している応用情報工学科で
は、「教科に関する専門的事項」に該当する科目は、「情
報社会（職業に関する内容を含む。）・情報論理」に該
当する科目を除き、すべて学科の専門科目が担ってい
る。また、新規設置を目指す経営システム工学科でも
「教科に関する専門的事項」に該当する科目は、「情報
社会（職業に関する内容を含む。）・情報論理」に該当
する科目を除き、すべて学科の専門科目が担う予定で
ある。
　このように、学科の専門科目は「教科に関する専門
的事項」の大部分を担っており、その役割はとても大
きい。
　情報科教員は、旧課程と新課程に共通する高校学習
指導要領の指導項目「情報社会」「コミュニケーション」
「コンピュータ」「情報通信ネットワーク」「情報技術」
に関する十分な見識を持つことが必須であるが、加え
て今後は、「プログラミング」「データサイエンス」に
ついての深い見識と経験もますます必要となっていく
ので、情報科教職課程を有する学科では、旧来からの
指導項目についてはもちろんのこと、新たな指導項目
である「プログラミング」や「データサイエンス」に
関する十分な知見も養えるような科目の整備が求めら
れよう。
　応用情報工学科では、第 4節で述べるように、「プ
ログラミング」と「データサイエンス」に関する豊富
な専門科目があり、それらの科目を履修することによ
り、情報科教員としての十分な知見が得られる。さら
に、「データサイエンス」を活用した AI―機械学習―
の科目も整備されており、より高度な知見を得ること
もできる。
　経営システム工学科では、第 5節で述べるように、
数学・統計・プログラミングの 3つの素養をバランス
よく習得できるようなカリキュラムを柱としている。
「数学」及び「統計」は、「データサイエンス」の基盤
であり、密接な関係がある。これら 3つの素養を養う
科目を履修することにより、情報科教員としてのより
深い知見が得られる。
　このように、応用情報工学科と経営システム工学科
はともに、情報科教員養成の動向に対応できるカリ
キュラムを整備している。
　以下の章で、各学科の概要と、いくつかの科目につ
いての概説を行う。第 4節では、すでに情報科教職課
程を設置済みの応用情報工学科について、学科の概要
を述べるとともに、第 2節と第 3節でふれた論点に関
連した科目の紹介と概況を説明する。第 5節では、情
報科教職課程の設置を申請予定の経営システム工学科
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について、学科の概要を述べるとともに、2027年度
からの情報科教職課程設置を念頭に改めた新カリキュ
ラムの科目のいくつかについて、設計を紹介する。

４．応用情報工学科の情報教育について

（1）　応用情報工学科の理念
　情報通信技術（ICT）と人工知能（AI）の飛躍的発
展により、現代社会は急速なデジタル変革期を迎えて
いる。IoT、ビッグデータ、AIに代表される情報技術は、
産業と日常生活を支える基盤となり、その高度な活用
を担う人材の育成が喫緊の課題である。そうした人材
には、柔軟な発想力と広範な知識に加え、未知の課題
に積極的に挑戦する姿勢が求められる。
　このような現状を背景に、応用情報工学科は、多様
化した情報環境に対応できる技術者の育成を教育理念
として掲げている。情報工学の基礎に立脚しつつ、ネッ
トワーク、IoT、データサイエンス・AI、人間環境・
生体情報など多様な領域を横断して学ぶことのできる
実践的技術者・研究者の養成を目指し、下記に挙げる
5つの履修モデルを柱とした教育カリキュラムを展開
している。以下、①～⑤において、履修の手引きの内
容の要約を述べる。詳細は、理工学部の履修の手引き
［7］を参照されたい。
①　情報ネットワークコース
　ネットワーク全般にわたる広範な技術について研
究・教育し、ネットワークサービスを安全かつ高品質
に提供し利用するため、情報ネットワークの深い知識
と実践力を備え次世代の高度な情報ネットワークのイ
ンフラとサービスを創出する人材を育成する。
②　人間環境・生体情報コース
　人とコンピュータのマルチモーダルなコミュニケー
ション環境について研究・教育し、人主体の ICT社
会の実現に貢献できる人材を育成する。また、医療・
福祉・介護への応用のため、プログラミングや計測・
分析手法を用いて、生体の機能や構造、生物の情報伝
達機能や仕組みを研究・教育し、医療機器・バイオテ
クノロジー産業等に貢献できる人材を育成する。
③　社会情報コース
　コンテンツの検索・加工・再生産支援や、データサ
イエンス・AI技術―特に機械学習による予測モデル
や意思決定支援システム、セマンティックWeb、クラ
ウドコンピューティング―について研究・教育し、新
たなサービスや価値の創造を担う人材を育成する。
④　IoT情報コース
　ソフトウェア・ハードウェア双方の技術を学び、近
距離無線通信技術や組み込みシステムが統合された分
散システムと、高度な情報分析・判断を担う知能化

技術等からなる IoT技術について研究・教育し、高度
IoT情報社会の基盤技術を確立する人材を育成する。
⑤　基礎情報コース
　計算機アーキテクチャ、計算の原理、アルゴリズム、
プログラミング言語理論・設計・実装等の基礎分野や、
応用分野の問題の計算システムとしてのモデル化を研
究・教育し、独自の計算システムを設計・実装する人
材や、次代の基礎分野を開拓する人材を育成する。
　上記の理念および履修モデルに基づき、応用情報工
学科では、入学から卒業までの 4年間を通じて、基礎
から応用へと段階的に学びを深めていくカリキュラム
を編成している。
　各年次における専門科目の概略を以下に簡潔に述べ
る。
1年次：主に専門的知識を学ぶための土台となる、情
報工学や数学などの基礎知識と「プログラミング言語
C」や「プログラミング言語 C++」を学習する。また、
オムニバス形式の入門的授業を通じ多分野の概要を把
握する。
2年次：1年次の土台を基に、専門的な知識を学び、
専門性を高め始める。また、「プログラミング言語
JAVA」を学習する。さらに、データサイエンスに関
する科目「データサイエンス 1」および「データサイ
エンス 2」を学習することができる。2年次の秋学期
の情報工学実験 1（と 3年次春学期の情報工学実験 2）
を通じて、講義で学んだ知識を実践的課題へ適用し、
課題解決を通じて発見と創造のスキルを獲得する。
3年次：学生は研究室に配属され、PBLや情報工学実
験 3などを通じて、本格的な研究活動の準備を開始す
る。また専門科目では、卒業研究につながる、より専
門性の高い内容を学習する。「プログラミング言語理
論・設計」や「機械学習演習」といった、プログラミ
ングやデータサイエンスに関連するより高度な内容を
学習することができる。
4年次：主に卒業研究に取り組む。学習した理論や実
践を土台に、卒業研究を通じて高度な専門知識を獲得
するとともに専門技術に習熟し、研究成果を論文にま
とめ、発表する。
　以下、（2）～（5）において、第 3節でふれた、応
用情報工学科における「プログラミング」と「データ
サイエンス」に関する専門科目のうち 4つを挙げ、概
要や運営方法、成果などを述べる。

（2）　「プログラミング言語C（情報）」
　応用情報工学科ではプログラミング教育に力を入
れており、1年秋学期必修科目「プログラミング言語
C++」および 2年春学期必修科目「プログラミング
言語 JAVA」に先行して 1年春学期に 2つの必修科目
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「プログラミング言語 C（情報）」および「プログラミ
ング言語 C演習（情報）」を設置している。これら 2

科目は 2時限連続の授業として一体的に運営されてお
り、履修者には 2科目で同一の最終評価が与えられる。
学籍番号順により 2クラス（Xと Y）に分割され、担
当教員は異なっている。各クラスは新規履修者（新入
生の半数）と再履修者（例年 30名程度）から構成され、
5名以上の TAが割り当てられている。履修者の大半
は初学者である。
　各回の授業（Yクラス）では当該テーマの内容説明
に引き続いて課題を出題している。使い方を重視した
説明を心掛けており、スライドでの説明の後に例題を
出題し、1ステップずつ考えさせながらプログラミン
グして教えるという形式をとっている。課題では前回
までのテーマも混在した問題を出題し、TAに質問で
きる十分な時間を設けることで知識の定着を図ってい
る。授業時間内に課題を完成した場合は最高評価とし、
未完成の場合はそのまま宿題としているため、宿題を
減らすために説明をしっかり聴こうとする履修者も多
いようである。なお、授業アンケートによれば平均し
て週 4時間の授業外学習を行っている。課題評価では、
履修者と評価者（TA）の組み合わせが毎回同じにな
らないようローテーションすることで評価の偏りを軽
減している。次回の授業では課題の少なくとも 1つを
取り上げ、答え合わせと復習の目的で一行ずつプログ
ラミングしながら説明することを心がけている。各回
の授業は録画して YouTube配信し、いつでも復習で
きる環境を整えている。
　期末試験は計 2回（「プログラミング言語 C（情報）」
および「プログラミング言語 C演習（情報）」）実施
している。1回目で合格レベルに達した履修者にはそ
の時点で最終評価を与え、不合格であった履修者には
難易度を下げた 2回目を受験させて最終評価を与えて
いる。なお、1回目の採点が終了した後にオンライン
での解説・質問の機会を設けている。試験問題は 2ク
ラス共通であり、全問がプログラムを一から書かせる
ものである。評価に多大な時間を要すものの身に着け
た能力をしっかり確認できる。課題評価は満点に近く
ても期末試験の得点はゼロ点に近い履修者も珍しくは
ない。このことから課題評価は最終評価のノイズに
なっているが、課題により着実に実力を上げる履修者
も多々いることを見逃せない。
　以下は 2025年度シラバスの抜粋である。

プログラミング言語Ｃ（情報）
【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会の様々なシステムはコンピュータのプログラムで
構成され、様々なプログラムを作ることで、所定の処

理をコンピュータに行わせることが可能になる。この
講義では与えられた問題を論理的な構造の中で捉え、
アルゴリズム化を行いプログラミング言語 Cによっ
て表現し、解決できるような素養を身につける。
【到達目標】
プログラミングスキルの基礎を築くには，変数，配列，
構文，関数などの基本の理解に加え，数々の実践が不
可欠である．パソコンを用いて具体的にコーディング
（コードを作成）し，実行できるようにするのが目標
である．
【授業の進め方と方法】
解説に引き続き演習時間を設けることで C言語を体
得できるようにする．授業計画に変更があった場合は，
学習支援システムで提示する．演習を徹底化させ，しっ
かりと理解できるようにするため，ティーチングアシ
スタントを配置する．自分がプログラミングできるま
で練習を繰り返すものとする．課題等の提出は学習支
援システム，フィードバックはメールにて行う予定で
ある．
【授業計画】
第 1回　導入
　講義概要，プログラム開発環境，printf 関数
第 2回　変数と配列
　データ型，scanf関数，配列の使い方
第 3回　演算子
　演算子，優先順位
第 4回　文字と文字列
　文字の基礎，文字列の取り扱い
第 5回　アルゴリズム
　プログラムの流れ，フローチャート
第 6回　制御（選択）
　分岐構文，if else 文，switch case 文
第 7回　制御（繰り返し）
　繰り返し構文，while 文，do while 文，for 文
第 8回　システム標準関数（入出力関数）
　入出力用の関数
第 9回　システム標準関数（その他の関数）
　入出力以外の関数
第 10回　関数
　関数の作成と利用
第 11回　ポインタ
　ポインタの概念，ポインタの利用法
第 12回　ポインタと関数
　ポインタの関数への利用
第 13回　構造体と共用体
　構造体の利用，共用体の利用
第 14回　再帰
　再帰としての関数の利用
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【テキスト（教科書）】
プログラミング言語 C 第 2版   カーニハン・リッチー   

共立出版授業時に配布される資料
【参考書】
プログラミング言語 C アンサーブック 共立出版
（出典：法政大学 2025年度シラバス）

（3）　「プログラミング言語理論・設計」
　応用情報工学科では、1、2年次に「プログラミン
グ言語 C++」「プログラミング言語 C（情報）」「プロ
グラミング言語 JAVA」といった科目が必修として設
けられており、これらは実践的な内容で構成されてい
る。本学科では、こうした実践的科目の背景にある理
論も重視しており、その一つが 3年次に選択科目とし
て配置されている「プログラミング言語理論・設計」
である。
　本科目は、プログラム意味論、特に操作的意味論の
観点からプログラミング言語の理論を俯瞰する。具体
的には、導出システム、型システム、ラムダ計算といっ
た基礎概念を取り上げ、重要な定理を証明と共に紹介
する。証明には初学者にとって高度な内容が含まれる
ため、講義は座学形式が中心となるが、学生の頷きや
視線といった反応を汲み取りながら、可能な限り対話
的な進行を心がけている。講義中に不定期で実施する
演習では、参考図書の著者である京都大学の五十嵐淳
氏が作成したシステム［8］も活用した演習問題を準
備している。また、2025年度からは生成 AIの性能向
上を背景に、レポート評価を廃止し、中間および期末
の筆記試験による成績評価へ移行した。
　本学科は比較的応用志向が強いこともあり、こうし
た理論的な講義内容に戸惑う学生も少なくない。しか
し、丁寧に解説することで、最終的には多くの学生が
プログラム意味論の概要を理解できているようであ
る。実際に、授業アンケートでは「プログラム言語が
どのように実装されているのか、導出の観点から学べ
た」といった肯定的な意見が寄せられた。したがって、
本科目は現行カリキュラムにおいて適切な時期に配置
されている科目と言えるだろう。
　一方で、受講者数が少なく、今後は受講者を増やす
ための改善が課題である。対応策として、開講時間帯
の見直しや、実際にプログラムを作成しながら意味論
を学ぶ形式の導入などが考えられる。
　以下は 2025年度シラバスの抜粋である。

プログラミング言語理論・設計
【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類はこれまで多くのプログラミング言語を開発して
きた．これら開発されてきたプログラミング言語には，

しばしば共通した仕組みが現れてくる．本講義では，
この共通する仕組みに関する数学的背景を理解するこ
とを目的とする．
【到達目標】
プログラミング言語の基礎的な概念を理解する．具体
的には，
（1 ）推論規則や導出木を用いてプログラミング言語の
意味論などが記述できることを理解する

（2 ）条件分岐や，関数，リストがどのような推論規則
で記述されているか理解する

（3 ）型システムについて説明できることを目標とする．
【授業の進め方と方法】
配布された資料を基に，関数型言語の一つであるML 

（Meta Language） がどのように設計されているか，構
文を徐々に拡張していくことで理解する．講義の中で
複数回行われる小テストで理解度を把握し，中間試験
とレポートによって成績を評価する．課題等に対する
フィードバックは学習支援システムまたは授業等を通
じて行う．
【授業計画】
第 1回　本講義の概要，導出システム
　講義の概要，本講義で扱い基本的な記法，ペアノ自
然数の導入
第 2回　メタ定理
　メタ定理，正規化，健全性及び完全性の意味
第 3回　整数と真偽値の評価
　操作的意味論，真偽値と if 分の導入
第 4回　定義，変数，環境
　変数と代入の導入，変数の有効範囲の理解，変数代
入の一意性
第 5回　高階関数・再帰関数
　関数の導入，引数の役割，カリー化関数，関数の再
帰的定義
第 6回　名無し表現
　名前を持たない変数の導入とその評価の正しさ
第 7回　中間試験
　前半の内容に関する試験
第 8回　リストとパターンマッチング
　リストとパターンマッチングの導入，網羅性
第 9回　単純型システムと型安全
　型の役割，型の導入，型付け判断，型付け規則，型
システムにおける安全性
第 10回　多相的型システム
　多相性の導入，様々な多相性，型スキーム
第 11回　型推論
　型推論問題の定義，単一化，型推論アルゴリズム
第 12回　ラムダ計算
　簡約，Church-Rosser の定理
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第 13回　まとめ
　講義全体のまとめ
第 14回　期末試験
　全体の内容に関する試験
【テキスト（教科書）】
指定する教科書はない．配布される資料に沿って講義
は進められる．
【参考書】
五十嵐 淳，プログラミング言語の基礎概念，サイエ
ンス社，2011年． 萩谷 昌己，西崎 真也，論理と計算
のしくみ，岩波書店，2007 年．
（出典：法政大学 2025年度シラバス）

（4）　「データサイエンス 2」
　応用情報工学科の必須科目「データサイエンス 2」
では、学生が自ら手を動かしてデータ分析の一連の流
れを体験することに重点を置いている。Python（Google 

Colab）を用いた実習形式を中心とし、講義時間の大
半をコードの実行、可視化、および分析結果の解釈に
割いている点に特徴がある。知識の伝達にとどまらず、
分析プロセスを学生自身が再現できる状態へ導くこと
を目的としており、各回の授業ではミニ課題や小演習
を通して理解の定着を図っている。
　授業運営においては、対面でのライブコーディング
と個別演習を組み合わせた方式を採用している。授業
冒頭では前回内容の振り返りを行い、続いて教員が実
演しながら分析手順を説明する。その後、学生が同じ
コードを実行し、パラメータ変更や追加可視化などの
小演習に取り組む時間を確保することで、操作を通じ
て概念を理解する学習体験を重視している。
　さらに、本授業では対面授業に加えて Zoom を併用
し、双方向的な学習支援を実現している。授業中に
疑問点や技術的な問題が生じた場合、学生は Zoom の
チャット機能を用いて質問を投稿でき、教員は即時に
回答することで学習の停滞を防いでいる。また、学生
が実験で得た可視化結果や途中経過をチャットボック
スに共有することで、他の受講生もそれを閲覧できる。
これにより、個々の分析過程がクラス全体の学習資源
として機能し、学生同士の相互学習が促進され、多様
な視点を取り入れた協働的な学習環境が形成されてい
る。
　扱うデータセットについても、教育・研究分野で広
く利用されている代表的なものを採用している。具
体的には、住宅価格予測に用いられる House Price 

データセット、古典的なパターン認識教材として
知られる Iris データセット、生態学的観測に基づく 

Palmer Penguins データセット、多様な化学指標を含
む Wine Quality データセットなどである。さらに、学

生の興味を引き、分析への動機づけを高めるために、
Pokemonのステータスデータといった親しみやすい
題材も取り入れ、分析の楽しさと実用性を両立させて
いる。
　現在の授業状況として、学生は基礎的な前処理技術
や可視化手法を活用しながら、データの構造を踏まえ
た上で次の分析ステップを自ら提案できる段階へと成
長しつつある。学期後半に実施する小規模プロジェク
トでは、学生が自らデータを収集し、前処理、可視
化、モデル構築、評価までの一連の流れを独立して遂
行している。例えば、ポケモンの強さ予測を題材とし
たプロジェクトでは、学生は単純なモデルから複雑
なモデルへと段階的に設計を進め、underfitting から 

overfitting の状態を確認したうえで、その対策を探究
する。各学生は最終的なモデルを提出し、教員が共通
のテストデータセットを用いて再評価を行う。いずれ
のレポートにおいても、論理的な構成と適切な分析手
順が確認されている。これらの成果は、授業が目指す
「再現可能な分析能力」の習得が確実に達成されてい
ることを示すものである。
　以下は 2025年度シラバスの抜粋である。

データサイエンス 2

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では python（実行環境は google colaboratory）
を用いて、データサイエンスの基礎を学ぶ。具体的に
は、各種ライブラリを用いてデータ可視化、データ分
析手法（統計手法、機械学習）を学ぶ。
【到達目標】
1. データ分析の流れとデータの前処理を理解する。
2 . データ可視化手法（ヒストグラム、箱ひげ図、散布
図など）を理解する。

3 . データ分析手法（回帰分析、分類、クラスタリング）
を理解する。

4. 機械学習の基本を理解する
5. データ分析の評価方法を理解する。
【授業の進め方と方法】
PYTHON 言語により実際のデータを取り扱いながら
データサイエンスの基礎を習得する。
本講義の具体的なテーマを示す。
1. データ分析の流れとデータの前処理
2. データ可視化
3. データ分析
4. 機械学習の基本
5. 応用例
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」
を通じて行う予定です。
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【授業計画】
第 1回　データサイエンスの基本
　データサイエンスとは、データ分析の流れ
第 2回　Google Colab と Python 基礎
　Google Colab の使い方、python の基礎
第 3回　データ可視化 1

　ヒストグラム、箱ひげ図
第 4回　データ可視化 2

　散布図、その他のグラフ、相関関係、分析で注意す
べき点
第 5回　データ分析：回帰
　単回帰分析、重回帰分析
第 6回　データ分析：回帰
　一般化線形モデル、pythonによる実装
第 7回　データ分析：分類
　ロジスティック回帰、ロジスティック回帰の指標
第 8回　中間的なまとめと演習
　7回目までの内容について演習問題を出し解説する
第 9回　データ分析：クラスタリング
　階層的クラスター分析と非階層的クラスター分析
第 10回　機械学習概論
　機械学習の基本や精度評価の方法
第 11回　ニューラルネットワーク
　ニューラルネットワークの基礎的概念
第 12回　ニューラルネットワーク
　python によるニューラルネットワークの実装
第 13回　畳み込みニューラルネットワーク
　畳み込みニューラルネットワーク作成の基礎と
Python による実装
第 14回　Python データ分析の応用
　具体的な活用事例
【テキスト（教科書）】
資料を適宜配布する
【参考書】
須藤秋良（2020）『スッキリわかる Python による機械
学習入門』インプレス
竹村彰通、姫野哲人、高田聖治、「データサイエンス
入門」、学術図書出版社
中川 正雄著、「確率過程」（電気・電子・情報工学系
テキストシリーズ）、培風館
（出典：法政大学 2025年度シラバス）

（5）　「機械学習演習」
（背景と授業の概要）
　AI/ML 技術は近年、高度化・大規模化が急速に進み、
社会の仕組みそのものを大きく変えつつある。次々と
開発される新規技術は多様な分野に適用され、その発
展に寄与している一方で、AI/ML における先端技術の

“賞味期限”はますます短くなっている。このような
状況下で、研究者・開発者として新たな価値や技術を
創出するためには、最新技術の表面的な理解や利用法
の修得だけでは不十分である。むしろ、これらの基盤
となる普遍的な理論を深く理解した上で、多様なモデ
ルの実装・応用・評価・改善を主体的に行う能力が求
められる。
　本授業は、名称が示す単なる ML 技術の演習にとど
まらず、将来の研究段階で本質的に必要となる理論理
解のための数学的基礎力を身に付けることを強く意識
した構成となっている。
（運用方法）
　これまで学生にとって直感的な理解が難しかった
線形代数や微分積分が、実データ解析やML技術とど
う結びつくかを学ぶ。その上で、Colab notebook上で
MLモデルのパラメータや条件を変更しながら入出力
の関係を可視化し、自らのペースで繰り返し体験でき
るように設計している。これにより数学的概念を“理
解した”状態へと導くよう工夫している。授業中では
取り扱うデータやML手法について丁寧な解説を行っ
た上で、学生自身が問題設定を行い、その学習内容に
基づいて解決策を自ら設計する課題（宿題）を数回課
している。これにより自発的かつ発展的な学びを促進
することを実践している。
（現状の成果・効果）
　提出された課題および期末試験の結果より、AI/ML

技術の理解に不可欠な数学的背景を踏まえた基礎力お
よび実装力が一定程度身に付いたことが確認できてい
る。
（今後の展開）
　昨年度までは、下位学年に配置されている関連授業
との連続性を考慮し、主にテーブル形式で与えられる
データ（特徴量）を扱う ML 手法に重点を置いていた。
今後はカリキュラム改定に伴い、これまで後方の学年
に配置していた内容を前倒しし、より発展的な内容を
多く含む構成へと改める予定である。ただし、その際
も数学と ML/AI の関連性を損なうことなく、強固な
基礎力の涵養に引き続き注力していく方針である。
　以下は 2025年度シラバスの抜粋である。

機械学習演習
【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年、爆発的な進歩と普及を遂げている、いわゆる“人
工知能（AI） 技術”の根幹をなす機械学習技術につい
て重要事項を学び、演習を通じてモデル構築を体験し、
実践的な能力を身につける。
【到達目標】
機械学習技術の重要事項を身につけ、目的に応じて、
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データを収集、モデルを構築、処理し、評価し、結果
を導く能力（一定の実装能力 を含む）を獲得すること。
【授業の進め方と方法】
プログラミングには Pythonを用い、環境として
Google Colaboratory を活用する。授業の前半では必要
な技術に関する講義を行い、後半では演習を行う。
【授業計画】
第 1回　AIの発展の歴史の概観と導入
　機械学習の基礎、歴史と現状の外観、環境（Google 

Colaboratory）の準備
第 2回　分類モデル（1）
　線形分離可能、単純パーセプトロンとその学習、勾
配法を用いたモデルの学習、特徴量のスケーリング
（Pandas データフレーム）
第 3回　分類モデル（2）
　（scikit-learn の活用）、学習データと評価データ、ロ
ジスティック回帰とその学習
第 4回　分類モデル（3）
　正則化による過学習への対処、 s u p p o r t  v e c t o r 

machine（SVM）による最大マージン分類、決定木の
導入、k-nearest neighbor法
第 5回　データの前処理と特徴量の選択
　欠損データへの対処、カテゴリデータの処理、特
徴量の尺度の統一、特徴量の選択と正則化、Random 

Forest

第 6回　次元削減（1）
　主成分分析（PCA）、線形判別分析（LDA）
第 7回　次元削減（2）
　カーネル法とカーネル主成分分析（Kernel PCA）
第 8回　モデルの評価とハイパーパラメータ
　（パイプライン）、cross-validation,学習曲線の評価、
ハイパーパラメータの探索、様々な性能指標
第 9回　中間演習
　これまでのまとめと演習
第 10回　多数決（アンサンブル）
　多数決による性能向上、Bagging,Boosting

第 11回　テキスト処理入門
　Bag-of-Words モデル、tf-idf,テキストデータのクレ
ンジング、文書の分類、潜在ディリクレ配分によるト
ピックモデル
第 12回　回帰分析
　勾配降下法による求解、RANSACによる外れ値除
外、正則化、多項式回帰、決定木・RandomForest に
よる非線形回帰
第 13回　クラスタ分析
　K-means 法、階層的なクラスタリング、DBSCAN,

第 14回　まとめ－深層学習へ
　Back propagation neural  networks （BPNN），

Convolutional neural networks （CNN） の基礎と実践
【テキスト（教科書）】
Python 機械学習プログラミング 第 3 版 Sebastian 

Raschka ら著  福島真太郎  監訳株式会社 クイープ 

（￥4,000）＜授業はこの本を用いて進めます。必ず購
入してください＞
その他、Google Colaboratory の notebook 資料を授業
で配布する。
【参考書】
「scikit-learn, Keras, TensorFlow による実践機械学習」 
O’Reilly Aurelien Geron 著 （長尾高広 訳）
（出典：法政大学 2025年度シラバス）

５．経営システム工学科の情報教育について

（1）　経営システム工学科の理念
　経営システム工学科の教育目的は、「経営」を数理
的に理解し、既存システムの評価や新しい企画を生み
出せる能力を育成することにある。ここでの経営とは、
企業や会社の経営の意味よりもずっと広い意味で、社
会全体の様々な意思決定やマネジメント全般を指す。
これらの経営上の問題や課題に対して、数理を基礎と
して科学的な解決をはかる立場を経営システム工学と
呼び、本学科では教育理念と教育目標を以下のように
定めている。
教育理念：『数学・統計・プログラミングの 3つの素
養をバランスよく習得し、社会における様々な問題を
数理的に分析し解決できるプロフェッショナルを養成
します。』
教育目標：『理系エンジニアとしての共通の知識に加
え、企業システム、生産システム、社会システム、数
理システム分野の専門知識や技術の習得を目指しま
す。』
　この教育目標を達成するため、当学科では上記 4種
のシステム分野に対応する履修モデルコースを設け、
学生の興味や将来像に応じて、「T字型」（広い知見・
教養と、深い専門性をイメージ）の能力を育成できる
ようにカリキュラム編成を工夫している。また、3年
進級時にゼミ配属を行い、以降 2年間・4学期かけて
専門知識・技術を深耕しつつ、卒業論文の執筆を通し
て、文章力や対外説明力を高めている。また共同研究
によりチームワークの大切さと、相互コミュニケー
ションの重要性を学んでいる。
　当学科の教員養成の目標は次のとおりであり、学科
の教育理念・教育目標と高い親和性を持っている。
教員養成の目標：学科の教育理念に基づき、「数学・
統計・プログラミングの 3つの素養」をバランスよく
修得し、「社会における様々な問題を数理的に分析し
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解決できる」能力を備え、これを教育に応用・実践し
て生徒を指導し、本学が理念に掲げる「実践知」を体
現できる高等学校教員を養成する。
　そして、各年次ごとの教員養成計画を次のように設
定している。
1年次：プログラミングの基本的な考え方と実装技術
を修得する。メディアを利用したコンテンツの表現方
法を修得する。合わせて、数学、確率・統計および企
業システム、生産システム、社会システムに関する基
礎知識を習得する。
2年次：様々な数学、工学の問題を、計算機シミュレー
ションを通して視覚化する技術を修得する。アルゴリ
ズム、データベース、ウェブシステム、ネットワーク
など情報学に関する専門的知識を修得する。情報化社
会における情報倫理を身に付ける。合わせて、CGの
基礎となる幾何学などの数学、金融などへの確率論の
応用、教養レベルを超えた経済学、などの専門的知識
を身につけ、これらを融合したオペレーションズリ
サーチの技法を習得する。
3年次：プログラミングの数理・統計への応用、専門
性の高い数理科学、確率系の数理的解析手法、専門的
な経済学・経営学・会計学などを学んで相補的に理解
を深め、各自の興味に応じた専門知識と、広範な関連
分野の知識を身につける。各ゼミでの発表や実習を通
して、課題設定・問題解決・プレゼンテーションの能
力を高める。
4年次：教育実習を通して、学科での学びを教育の場
に応用する。これまでの学習成果を総合して卒業研究
を遂行し、各自の研究課題の解決を目指すとともに、
真摯な振り返りに取り組む。
　当学科では、情報学の重要性が高まってきた近年の
情勢に対応し、学科のカリキュラムを持続可能なもの
に改良するため、情報学関連科目の充実を図ることに
した。単純に科目数を増やすと学生と教員、双方の負
担が重くなるため、並行して既存科目の整理統合も検
討した。その際に、上記の教員養成計画も自然に実現
可能なものとなるよう留意し、2027年度からの新カ
リキュラムの骨子が定まった。以下、いくつかの科目
について、その設計を紹介する。

（2）　「計算機実習A」
目的と到達目標
　「計算機実習 A」は経営システム工学科の 1年次必
修科目であり、コンピューターの基本的利用法とコ
ンピュータサイエンスの基礎的な知識を習得するこ
とを目的としている。具体的には、Windowsの基本
操作、Wordと Excelを用いた文書作成・データ処理、
HTMLによるWebページの作成を学ぶ。次に、コン

ピュータサイエンスに関する概説を行い、情報の表現、
ハードウェア、プログラミング言語、アルゴリズムに
関する基礎的な知識を習得する。
授業計画
　本科目は、下記のとおり 14回の授業で構成されて
いる。
第 1回：コンピュータの利用（1）：基本操作
第 2回：コンピュータの利用（2）：文字入力
第 3回： コンピュータの利用（3）：インターネットの

活用
第 4回： Wordによる文書作成（1）：文書の編集、ス

タイルの設定
第 5回： Wordによる文書作成（2）：図形と表の編集、

レポートの書き方
第 6回： Excelによるデータ処理（1）：データ入力と

操作、データを利用した計算
第 7回： Excelによるデータ処理（2）：表とグラフの

作成
第 8回：Webページの作成（1）：要素
第 9回：Webページの作成（2）：属性
第 10回：情報の表現（1）：記数法
第 11回：情報の表現（2）：文字、画像
第 12回：ハードウェア
第 13回：プログラミング
第 14回：アルゴリズム

　第 1回から第 9回までは、大学での学習やレポート
作成に不可欠な基本的コンピュータ操作を体系的に身
につける。特に、Wordと Excelは、今後の演習や専
門科目でも頻繁に使用するため、しっかりと習得する
ことが求められる。また、第 3回ではメールの送受信
や検索エンジンの利用に加えて、生成 AIツールの活
用方法と適切な利用法についても扱う。
　第 10回から第 14回までは、コンピュータサイエン
スの基礎的な知識を学ぶ。本授業のシラバスの作成に
あたっては、下の図 1に示すコンピュータサイエンス
における 7つの抽象化層［9］を参考にした。授業時
間の制約から、情
報の表現、ハード
ウェア、プログラ
ミングの 3 層に
絞っている。特に、
当学科において重
要と考えられるプ
ログラミング層に
おいて、プログラ
ミング言語の基本
的な解説に加え、

図  1：コンピュータサイエンス
における 7つの抽象化層 ［9］
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アルゴリズムの考え方を中心に扱う構成とした。
授業の工夫
　「計算機実習 A」では、授業で配布する資料をWeb 

上で公開し、予習や復習に活用できるようにしている。
下図 2は講義資料の一例で、Excelの基本操作につい
て解説した内容である。

図 2：講義資料の一例（Excelの基本操作）

　また、授業の後半ではコンピュータサイエンスの基
礎概念を中心に扱うが、講義内に実習時間を設けるこ
とで、コンピュータサイエンスの基礎知識を実践的に
学ぶことができる。例えば、論理回路シミュレータを
用いた論理回路の設計や、C言語による簡単な探索ア
ルゴリズムの実装が含まれる。さらに、特色ある実
習として、Pep/9 シミュレータ ［10］ を用いた機械語・
アセンブリ言語でのプログラミングも取り入れてい
る。これらの実習を通して、コンピュータサイエンス
の基礎概念を実践的に理解できるよう工夫している。

（3）　「アルゴリズムとデータ構造（経営）」
科目の設計思想
　本科目は、経営システム工学科における情報教育の
基盤を担う重要科目として位置付けられている。シラ
バス作成にあたっては、情報系および工学系教育の最
新動向を調査し、他学科や他大学の類似科目シラバス
を比較検討した。その際、本学科の教育理念である「数
学・統計・プログラミングの 3つの素養をバランスよ
く修得し、社会における問題を数理的に分析し解決で
きる人材の育成」との整合性を重視した。特に、本科
目がその中核を成す「プログラミング教育」および「数
理的思考力の養成」を支える役割を担う点に注目し、
教育目的を明確にした。
　カリキュラム編成において本学科は、「T字型能力
（広範な基礎知識と限定領域における深い専門性の両
立）」の育成を重視しており、本科目においてもその
理念を反映した。具体的には、アルゴリズムとデータ
構造を単なる技術や知識として学ぶのではなく、「問
題探索 → 思考の構造化 → 効率化 → 最適化」という
段階的な思考プロセスに沿って授業の順序を設計した

点に独自性がある。たとえば整列アルゴリズムを扱う
際には、まず全探索的手法を検討させ（問題探索）、
その後挿入ソートや分割統治法による処理手順の構造
化を解説する（思考の構造化）。さらに、不要な比較
を排除することによる計算量改善（効率化）へと進み、
最終的には入力特性に応じた解法選択を考察させる
（最適化）。同様に、新たな問題に対して再帰的構造を
見出し、その非効率性の検討を経て動的計画法へ導く
構成とすることで、理論と解法改善の流れを学生自身
が体験的に理解できるようにしている。
　このような授業構成により、学生は複雑な構成の問
題であっても論理的に整理し、適切な手法を選択し応
用できる能力を体系的に身につけることができる。さ
らに、本科目で重視する設計技法の考え方や処理手順
の理解は、「スケジューリング」「ネットワーク最適化」
「オペレーションズリサーチ」「数理最適化」などの専
門科目はもとより、卒業研究における数理モデル構築
にも応用可能である。
　加えて、学生の中には抽象度の高い数理的概念に苦
手意識を持つ者も一定数存在することから、授業設計
にあたっては初学段階では具体例や視覚的説明を重視
し、理解が進むにつれて徐々に数理的厳密性を高める
段階的構成を採用した。
　また、卒業研究指導での経験を踏まえ、「試す・検
証する」といった実験的思考と、「仮定・推論・証明」
といった数理的思考の統合を重視した教育アプローチ
を取り入れている。具体的には、整列アルゴリズムや
動的計画法の授業において、例題を複数の方法で解か
せた上で処理手順や計算量の違いを比較分析させる。
まず直感的に『試して理解する』段階を経た後、その
違いが生じる理由を数理的に考察する構成を採用して
いる。
目的と到達目標、授業計画
　以下は予定しているシラバスからの抜粋である。
【科目の目的】
アルゴリズムとデータ構造の基礎を体系的に学び、主
要な設計技法や代表的手法の仕組みを理解すること
で、情報を整理し効率的に扱う基礎を身につける。
【到達目標】
主要なアルゴリズムとデータ構造の基本原理を理解
し、代表的な設計技法の考え方や動作の流れを適切に
把握する。
【授業計画（全 14回）】
第 1回：アルゴリズムとデータ構造の基礎概念
第 2回：計算量解析とオーダー記法
第 3回：全探索の考え方
第 4回：再帰と分割統治法の考え方
第 5回：動的計画法の基本的な考え方
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第 6回：動的計画法の典型的な応用例
第 7回：二分探索法の仕組み
第 8回：貪欲法の考え方
第 9回： データ構造（1）：配列、連結リスト、ハッシュ

テーブル
第 10回： データ構造（2）：スタックとキューの仕組

みと利用例
第 11回：データ構造（3）：グラフと木の表現方法
第 12回：データ構造（4）：Union-Findの構造
第 13回： 基本的な整列法（挿入ソート、マージソート、

クイックソート）
第 14回： その他の整列法（ヒープソート、バケット

ソート）

（4）　「データベースとウェブシステム」
目的と到達目標
　本稿の冒頭に述べたように、高度情報通信ネット
ワークを社会インフラの一つとする現代において、高
等学校における情報科の教育を修めた生徒らが、種々
の情報機器の操作法やユーザとしてのセキュリティの
確保等に習熟することはもとより、生徒らが将来、そ
の内部の仕組みを十分理解した上で各種情報サービス
の提供者・開発者側の視点に立つことになった場合に
特に必要となる、データベースやウェブシステムの仕
組みやサービス、高度なセキュリティを提供すること
の重要性を理解し習得することは不可欠である。そし
てこのことは、生徒らに教授を行うこととなる情報科
教員の養成教育においても同様である。これを、本科
目を設置する目的とする。
　そこで本科目の講義では、データベースの必要性
や基礎概念と操作、インターネットの仕組み、LAN

／WAN、クライアント／サーバの諸概念から解説し、
プロトコルや階層モデルについても理解させる。また
セキュリティについては、暗号化の基礎（公開鍵、秘
密鍵、ハッシュ）や認証技術について学習する。より
具体的には以下の項目を到達目標とする。
1） データベースの基本概念を理解し、基礎的な SQL

のコマンドが発行できる。
2） ウェブシステムの処理の流れとネットワーク構造
や仕組みを説明できる。
3） セキュリティの重要性を理解し、暗号化技術（公
開鍵暗号、共通鍵暗号、ハッシュ、デジタル証明書）
の仕組みを説明できる。
授業計画
　本科目は、下記のとおり 14回の授業で構成されて
いる。
第 1回： 講義の流れの概観と到達目標を示し、情報通

信ネットワークの歴史と発展について学ぶ

第 2回： インターネットの仕組み、LANとWAN、ク
ライアント・サーバシステム、ルータとスイッ
チについて学ぶ

第 3回： プロトコルと通信手順、TCP/IP層の役割、
IPアドレス、名前解決、DHCPについて学
ぶ

第 4回： HTTPの仕組みなどの理解、Wiresharkによ
るネットワークトラフィックに関する演習を
行う

第 5回： ウェブサーバの情報がブラウザに表示される
までの仕組み、HTML/CSS/JavaScriptの役割
の理解、フォームからの送信や APIの仕組
みの基礎を学ぶ

第 6回： データベースの基礎、特にデータ・情報・知
識の違いについて理解した上で、リレーショ
ナルデータベースの概念、テーブル、ER図
の基本について学ぶ

第 7回： キー・外部キー、第 1～第 3正規形について
学ぶ

第 8回： データ検索の方法について学ぶ。演習を行う
第 9回：データ更新と集約について学ぶ。演習を行う
第 10回： ウェブとデータベースの連携、サーバサイ

ド処理の基礎について学ぶ
第 11回： ウェブとデータベースの連携、APIと JSON

の基礎について学ぶ
第 12回： 情報セキュリティ確保の重要性、脅威モデ

ルと攻撃の種類について概観する
第 13回： 共通鍵暗号とハッシュ関数について学び、

パスワード保存の考え方も理解する
第 14回： 公開鍵暗号と電子署名の仕組みについて学

ぶ。マイナンバーカードのセキュリティ方
策についても触れる

　第 1回から第 5回まではインターネットに代表され
るウェブシステムの構造や情報の流れと処理、基本的
なプロトコルについて学び、第 6回以降はそれと連携
するデータベースシステムの必要性に触れた後にデー
タベースシステムの基礎を学ぶ。実際に演習・実習を
挟み、ウェブシステムとデータベースの連携について
学んだ後、セキュリティの基礎についても学習する。
授業の工夫
　本科目の担当予定者は、既に他の授業でも行ってい
るが、受講生一人一人に異なる課題を一斉にメール送
付を行えるシステムを運用している。各受講生は与え
られた課題や問いに対する回答をウェブフォームにて
行い、教員側は自動採点や個別質問対応が容易に行え
る。また併せて、大学が用意している LMSを活用し
た教材の共有なども行う。さらにデータベースの操作
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に関する基礎的な演習・実習については、サーバーを
立てる必要がなく Google Colaboratoryでオンライン
利用できる SQLite ［11］ を利用することとしている。
これにより受講生は自宅等でも学習を進めることがで
きる。

（5）　「情報ネットワーク論」
目的と到達目標
　現代社会を支える情報通信ネットワークの仕組みを
体系的に理解し、その構成要素・動作原理・関連技術
を総合的に学ぶことが本科目の目的である。インター
ネットを中心とした通信インフラは、日常生活から産
業・行政まで広範に利用されており、その基盤技術を
正しく理解することは、情報系分野だけでなく多様な
領域で不可欠である。本科目では、情報ネットワーク
を支える基礎技術である通信プロトコルを中心に、パ
ケット通信の仕組み、IPアドレスとルーティングな
ど、基本概念から応用までを段階的に学ぶ。また、ネッ
トワークの設計や情報セキュリティにも触れ、基礎か
ら応用へと段階的に学習する。
　到達目標として、
1 ） 情報ネットワークの基本構造と動作原理を説明で
きる知識を身につけること

2 ） 主要な通信プロトコルやネットワーク機器の役割
を理解し、簡易なネットワークの設計・評価ができ
る力を養うこと

3 ） 通信の高速化・安全性・信頼性に関わる課題を理
解し、技術の選択や問題解決に応用できる視点を培
うことが挙げられる。これらを通じて、情報ネット
ワークを正しく理解し、実社会で活用できる実践的
な基礎能力の習得を目指す。
授業計画
　本科目の授業計画は以下のとおりである。
第 1回：コンピュータネットワークの歴史と概要
第 2回： ネットワークの基礎概念（LANとWAN、パケッ

ト交換方式）
第 3回： ネットワークの仕組み 1（通信プロトコルの

基礎概念と TCP/IP）
第 4回： ネットワークの仕組み 2（IPアドレスと

MACアドレス）
第 5回： ネットワークの仕組み 3（ポート番号と

TCP）
第 6回： ネットワークの仕組み 4（DNSと DHCPの

役割について）
第 7回： 電子メール（メール送受信の仕組みとプロト

コル）
第 8回： Webサービス（WWW、ハイパーテキスト、

HTTP等の説明）

第 9回： ファイルの転送と共有（FTPやSCPによるファ
イル転送）

第 10回：動画と音声の配信（TCPと UDPの違い）
第 11回： ネットワークの設計と構築（ネットワーク

トポロジーとその性質）
第 12回： 情報セキュリティ 1（サイバー攻撃とセキュ

リティの重要性）
第 13回： 情報セキュリティ2（暗号化技術によるセキュ

リティ）
第 14回：まとめ（学習内容のまとめと整理）

　本科目は、情報通信ネットワークにおける基礎事項
である通信プロトコルにかなりの比重を置いた内容と
なっている。特に 14回中 10回分は通信プロトコルや
それに関連した話題（電子メールやウェブの仕組み）
となっている。これは、本科目が 2年生を対象とし
ており、受講者が情報通信ネットワークの仕組みにつ
いて初めて本格的に学習することを想定したものであ
る。
期待される成果
　本科目を通じて、ネットワークの挙動を理論的に分
析する力が育成されることが期待される。特に、ネッ
トワークのしくみを構成する技術の理解、システム設
計能力、セキュリティ意識、問題解析能力といった、
情報社会において不可欠な知識と技能の習得が期待で
きる。また、ネットワークセキュリティの基礎知識を
学ぶことで、安全な通信環境を維持するためのリスク
判断能力や対策立案能力が養われる。これらは IT技
術者のみならず、情報を扱うすべての職種において強
力な基盤となりうる。

（6）　「プログラミング言語C」
　C言語は 1972年に開発されたプログラミング言語
であり、現代のコンピュータサイエンスにおいて極め
て重要な位置を占めている。その重要性は、まずシス
テムプログラミングの基盤として、オペレーティン
グシステムや組み込みシステムの開発に不可欠であ
る点にある。また、C言語は多くの高級言語（C++、
Java、Pythonなど）の設計思想や構文の源流となって
おり、プログラミングの基礎概念を理解する上で最適
な言語である。パフォーマンスが重視される場面で
は、C言語の実行速度とリソース効率が大きな利点と
なる。これらの理由から、C言語はプログラマーにとっ
て必須の基礎知識であり、習得することで技術者とし
ての可能性が広がる。
　到達目標は以下のとおりである。
1） C言語の基本的な文法を理解し、簡単なプログラ
ムを作成できるようになること。
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2） 開発環境である Visual Studioに習熟すること。
本科目の授業計画は以下のとおりである。
第 1回： プログラミングへの導入、C言語について授

業の方針、成績評価の基準、C言語のプログ
ラム、Visual Studio の説明、プログラムの作
成・実行の流れ

第 2回： 文字と数値、変数、識別子、型、変数の宣言
と利用、キーボードからの入力

第 3回： 式と演算子、演算子の種類、演算子の優先順
位

第 4回： 式と演算子、演算子の種類、演算子の優先順
位、型変換

第 5回： 条件文、関係演算子と条件、if文、if～ else文、
if～ else if～ else

第 6回： 条件文、switch文、論理演算子
第 7回： ループ処理、for文、文のネスト、処理の流

れの変更
第 8回： ループ処理、while文
第 9回： 配列、配列の基本、配列の宣言、配列の利用、

配列の記述方法
第 10回： 配列、配列の利用、配列の記述方法
第 11回： 関数、関数の定義、呼び出し、引数、戻り

値
第 12回： 関数、関数の利用、関数の宣言、再帰
第 13回： 構造体、構造体の基礎
第 14回： ファイルの入出力・まとめ、入出力の基本、

各種入出力、ファイル入出力の基本、コマ
ンドラインからの入力、デバッグ

　本科目は 1年生を対象としている。大学に入学し、
初めてプログラミングを学習する学生も考慮し、複数
名の大学院生 TA（ティーチングアシスタント）を配
置し、学生の質問に対してマンツーマンで適切に対応
できる体制を整えている。
　本科目は、基本的な C言語の文法を理解し、簡単
なプログラムが書けるようになることを目標としてい
る。毎年、「Hello World」プログラムから学習を開始
し、最終的には構造体の配列を用いたプログラムを作
成し、その意義を理解できるレベルまで学習が進んで
いる。
　また、講義科目『プログラミング言語 C』に対応す
る演習形式の科目である『プログラミング言語C演習』
を開講している。
　到達目標は以下のとおりである。
1 ） 講義で学習した内容を問題演習によって確実に習
得すること。

2 ） Visual Studio によるプログラミングおよびデバッグ
に習熟すること。

　授業計画は以下のとおりである。
第 1回： プログラミングへの導入、C言語について授

業の方針、成績評価の基準、C言語のプログ
ラム、Visual Studio の説明、プログラムの作
成・実行の流れ

第 2回： 文字と数値、変数、識別子、型、変数の宣言
と利用、キーボードからの入力

第 3回： 式と演算子、演算子の種類、演算子の優先順
位

第 4回： 式と演算子、演算子の種類、演算子の優先順
位、型変換

第 5回： 条件文、関係演算子と条件、if文、if～ else文、
if～ else if～ else

第 6回： 条件文、switch文、論理演算子
第 7回： ループ処理、for文、文のネスト、処理の流

れの変更
第 8回： ループ処理、while文
第 9回： 配列、配列の基本、配列の宣言、配列の利用、

配列の記述方法
第 10回： 配列、配列の利用、配列の記述方法
第 11回： 関数、関数の定義、呼び出し、引数、戻り

値
第 12回： 関数、関数の利用、関数の宣言、再帰
第 13回： 構造体、構造体の基礎
第 14回： ファイルの入出力・まとめ、入出力の基本、

各種入出力、ファイル入出力の基本、コマ
ンドラインからの入力、デバッグ

　本演習でも、講義と同様に複数名の大学院生 TAを
配置し、学生の質問に対してマンツーマンで適切に対
応できる体制を整えている。
　本演習では、日常的に利用しているアプリケーショ
ンの機能を題材とした課題を用意している。学生アン
ケートにおいては、「現在学習している内容が、将来
的に実用的なソフトウェア開発につながると思う」と
いう感想が複数寄せられている。また、「問題は難し
いが、友人と協力してアイデアを出し合い問題解決で
きたことが嬉しかった」「プログラミングは苦手だが、
楽しいと感じるようになった」といった回答も複数得
られている。これらは、チーム開発に対する抵抗感を
軽減することにも寄与している。

（7）　「情報倫理」
　本科目はもっぱら技術的な内容が大半となる科目群
の中で、人文社会学的な内容を主とする科目となる。
従って知識としての様々な概念獲得も大切であるが、
それ以上に今後も変化の著しい情報環境の中で、自ら
考えや行動を省察し、社会規範を形成するための基本
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的な姿勢の獲得が求められていると考える。
　そこで本科目では一方通行的な講話型の講義を出来
るだけ避けて、ネットの環境や利用に関する資料の精
読を元に意見交換を重視し、対話型の講義を通じて相
互の考えを深め合いながらより合理的で説得性の高い
問題解決方法を指向し続けられるように試みる。
　まず初めに現代の情報社会を成立させているイン
ターネット環境とそこで行動している人間の行動全般
を視野に入れ、「情報倫理」の全体像を把握するため
に「情報」や「倫理」の意味を検討する。「情報」が
相互理解を元としており、人間の相互の影響関係を有
することから社会性を持つものであると考えられ、そ
の意味で社会的な「倫理的基盤」を持たねばならない
ことを先ず確認する。
　次に現実的に倫理が働く場面は人間の行為の抑制で
あるから、どのような「規範」が存在し、それらがど
のような特色を持っていて、どのように具体的に人間
の行動をコントロールするのかを考察する。
　授業の基礎段階では歴史的に見られる代表的な倫理
規範を紹介し検討するが、最終的にはプラグマティズ
ム法学の議論で採用される分類を中心とする。中では
特に「法」分野と「アーキテクチャー」に関する議論
が特徴となる。何故なら前者は犯罪や賠償請求となる
分野であり、後者は普通の市民にとってはサイバース
ペース上の物理法則を形作っており、もはや普通の利
用者である個人の行動の自由は構造的に保障していな
いからだ。
　アーキテクチャーとはサイバー空間を作り出してい
るコードやプログラムであり、情報技術者がどのよう
にその空間を形成するかが普通の市民、普通の能力を
持ってその空間を利用するしかない人々の行為そのも
のを規制していることを理解することが肝要である。
そしてその在り方がサイバー空間だけで閉じられてい
るのではなく、他の社会規範との関係で形成されてい
くものであることに気付くことも次のポイントとな
る。
　よって授業は次のように行う。
第 1回： 「情報」とは何か。その成立の基盤と難しさ

を探る。
第 2回： 「倫理」とは何か。その成立基盤と難しさを

探る。
第 3回： 「情報倫理」の一般的理解と意味を探る。
第 4回： 「規範（ rule ）」の意味と分類について。
第 5回： 情報環境を規制する諸要素について。「道徳」
第 6回： 「道徳」的規範の紹介と現代への適用可能性

を探る。
第 7回： 情報環境を規制する諸要素について。「法」
第 8回： 法的規制あるいは法的問題とは何か。「刑法」

第 9回： 法的規制あるいは法的問題とは何か。「民法」
第 10回： 法的規制あるいは法的問題とは何か。「著作

権やプライバシー権」
第 11回： 情報環境を規制する諸要素について。「市場」
第 12回： 情報環境を規制する諸要素について。「アー

キテクチャー」
第 13回： 現代社会における問題事例検討Ⅰ
第 14回： 現代社会における問題事例検討Ⅱ

　第 13・14回を「現代社会における問題事例検討」
としているのは、特に受講生との意見交換を意識して
いるためである。近年の急激な AIの発達はレポート
提出だけでは、その受講生の調査能力や読解能力、論
理的思考力に基づく説得力ある論考の作成などのいわ
ゆる大学生としての基本的な能力の獲得過程を測るこ
とを難しくしている。そこで講義を受けている過程の
中で自ら「問題」を発見作成させ、解決策を見出し提
案する一連の事例検討を行わせ、受講生と共有し議論
する過程を講義として取り入れている。
　以上のように本科目は「情報倫理」を単に倫理的な
知識伝達と受講生による知識獲得というよりは、社会
規範への意識とそれによる行動規制という社会的実践
倫理の形成という実践的側面に力点を置いている。同
時に社会的問題の発見／形成とその解決を指向すると
ころが重要だと考える。
　何故なら技術環境に依拠する倫理は技術環境の変化
によって今後も変化するものであり、状況の変化に
よって絶えず再定義されねば有効な倫理、つまりは規
範たりえていかないからである。それは特に情報教育
に携わるものにとって重要ではなかろうか。
　もちろん講義の中では情報環境を形成してきた人々
の中にも倫理的な立場が異なる人々が存在してきたこ
とも指摘する。ホワイトハッカーやブラックハッカー
がそれであり、セキュリティー技術と経済的インセン
ティブの問題などがそれである。
　情報環境を単なる技術環境とせず、経済や道徳、法
や市場経済などの要因が作動する環境と捉え、その中
での行為規制としての規範のあり方を問うていくのが
本科目の基本的な姿勢となる。

６．おわりに

　第 1節で述べたように、2022年度より始まった新
学習指導要領のもと、高校では「情報 I」が必修科目
として導入された。情報科教員の養成が急務となり、
さまざまな取り組みが行われているが、情報技術は急
速に進歩し続けており、学校における ICT機器の活
用度の上昇など、学校を取り巻く情報環境も急激に変
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化し続けている。こういったことから、今後情報科教
員にはより高度な見識が必要になり、負担は益々大き
くなることが予想されるので、情報科教員の需要はこ
れからも高まるであろう。
　このような背景に基づき、応用情報工学科では、情
報科教職課程を堅持し、第 2節と第 3節で述べた情報
科の学習指導要領の特徴に対応できる学科専門科目の
紹介を第 4節において行った。また、経営システム工
学科では、時代に即した質の高い情報科教員を養成す
るため、新たに申請予定の情報科教職課程のカリキュ
ラムの一部の紹介を第 5節において行った。紹介した
各科目では、教育効果を高めるため、さまざまな方策
がとられており、これらの多彩な取り組みは、情報科
の指導法を考える上で極めて有益といえるだろう。
　高等学校の教科「情報」は、内容の進化が非常に急
速な教科といえる。ENIACが登場したころを黎明期
とするならば、その後インターネットの登場を経て、
AIの隆盛に至る現在まで、おおよそ 80年である。高
等学校情報科が設置された 2003年度からも 20年以
上が経過しており、その間にも我々を取り巻く情報環
境は大きく様変わりしている。情報科教員は、情報技
術の進歩に遅れないように自己研鑽に励み、それを教
育現場に還元する努力が求められる。教科「情報」の
指導項目は、高校生にとって、発展し続ける今日の情
報学・情報技術を学ぶ上での土台であり、情報リテラ
シーの涵養や情報スキルの獲得のために必要不可欠で
ある。
　「教科に関する専門的事項」の大部分を学科専門科
目が担う情報科教職課程の設置学科においては、学科
本来のカリキュラムとの整合性を取りつつ、情報教育
の基盤となる科目や、時代の動向に即した情報学・情
報技術に関する科目などを充実させ、質の高い教員養
成に努めることが望まれる。
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